
 

 

 

 

 

 

 

 

＜図書館カレンダー＞  は、休館日。 祝日も開館しています。 

 

（10月）                   （１1月）

 

 
＜10 月の行事案内＞ 

日時 行事内容 場所 

２０日（日） 

１１：００～ 

【子ども劇場】 パネルシアター  

『おおかみと七匹のこやぎ』 

グループ ＺＯＯ 

３階 視聴覚室 

２７日（日） 

１１：００～ 

【子ども劇場】 おはなし会 

 えほん  『ばけくらべ』ほか 

おはなし 『ふしぎなたいこ』ほか 

3階 

えほんのへや 

おはなしのへや 

☆えほんのへやは、大人も入れます。おはなしのへやは、４才以上対象。大人は入れません。 

☆おくれた人は参加できませんのでご注意ください。 

 

＜読書会だより＞  ※10月の読書会はありません。 

1１月の読書会のご案内 

★日時…１１月９日（土）10：30 ～ 12：00 

★場所…３階 視聴覚室 

★課題図書…『蠅』横光利一（著）／岩波文庫『日輪・春は馬車に乗って』他 

※読書会はどなたでも参加でき、当日参加も可能です。課題図書は事前に読んでおいてください。 

 
 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ ＊ １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ＊ ＊ 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

令和元年度 －相生市立図書館－ 

     図 書 館 だ よ り （10 月号） 
〒６７８－００５３ 

相生市那波南本町１１番１号 

電話  ０７９１－２３－５１５１ 

ＦＡＸ ０７９１－２２－７１６４ 

電子メール info@aioi-city-lib.com 

 

 



＜対象＊４才くらい～＞『マーシャとくま』 
Ｍ・ブラトフ さいわ／Ｅ・ラチョフ え 
うちだ りさこ やく／福音館書店／P 

むかしあるところにおじいさんとおばあさんとまごむすめのマーシャがすん 

でいました。ある日マーシャは、村の女の子とつれだって、森へきのこやいち 

ごつみに出かけますがみんなとはぐれてしまいます。そして森をさまよううち 

たどりついた一軒の小さな小屋。けけれどもそこの住人はおそろしいくまで、 

マーシャはつかまって召使いにされてしまいます。どうにかして逃げようと知恵を働かせる 

マーシャでしたが・・・。 

恐ろしいけれどどこかユーモラスな雰囲気を漂わせるくま、伝統的なロシアの民俗が少ない

枚数の挿絵の中に凝縮されています。1ページあたりの字数が多いので、文字が読める子ども

も読み聞かせの方が楽しめます。 

＜対象＊小学校低学年～＞『山のトムさん』 
石井 桃子 さく／深沢 紅子 ほか画／福音館書店／91－イ 

第２次世界大戦後、食糧の確保もままならないなか、北国のある山で開墾生活 

を送っていた人々がいました。みんな懸命に働き、山の家でつつましく暮らして 

いたところへねずみたちも一緒にやってきたので、さあ大変。食べ物はもちろん、 

家中のものをかじってダメにするねずみたちに対抗し、みんなはねこを飼うこと 

にしました。トムと名付けられたそのねこは、ねずみとりの役目を果たしただけ 

でなく、かけがえのない家族の一員となってゆきます。 

著者が東北の山村で過ごしていた頃の出来事をねこのトムを中心に書いた自伝的物語。 

＜対象＊小学校高学年～＞『ぼくとくらしたフクロウたち』 
ファーレイ・モワット 作／稲垣明子 訳／評論社／9３－モ 

カナダの小さな町に住むビリーは、友だちとフクロウをさがしに草原に 

いきます。運よくミミズクの巣を見つけますが、ビリーの父親はミミズク 

を飼うことに反対します。動物好きのビリーには、もうほかのペットたち 

がいたからです。けれどもある日、ミミズクの巣が嵐で壊れ、雛が一羽だけ 

生き残っているのを発見します。親鳥が姿を見せなかったため、家に連れて帰り家族の一員とし

てクフロと名付けかわいがります。そしてその後もう一羽別のミミズクも飼うことになり・・・。

全く性格の違う二羽のミミズクたちとビリーが過ごした珠玉の時間を愛情をこめて描きます。 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

児童書＜９月分 最多貸出図書＞ 

貸出
回数 

書 名 著 者 名 出 版 社 請求記号 

７ こぐまちゃんとどうぶつえん わかやま けん こぐま社 Ｐ－ワ 

６ わんぱくだんのまほうのじゅうたん 
ゆきの ゆみこ 
上野 与志 

ひさかたチャイルド Ｐ 

４ おばけのはなし １ 寺村 輝夫 あかね書房 91―テ 

３ 東大教授がおしえるやばい日本史 本郷 和人／監修 ダイヤモンド社 28 

※児童書の新着図書は、別紙『令和元年９月新着図書』をご覧下さい。 



『ギブミー・チョコレート』 
 飯島 敏宏 著／KADOKAWA／Ｆ－イ 

 東京大空襲の夜、炎の中を走り抜けた親友は戻らなかった。 

「ウルトラマン」の監督が自らの戦争体験を描く。 

『みらいめがね ―それでは息がつまるので―』 
 荻上 チキ 著／ヨシタケ シンスケ 著／暮らしの手帖社／914 

 めがねをかけ替えれば、生活の見え方はぐんと変わる。日常と世の中 

から呪いを解いていく、新感覚エッセイ。 

『答えより問いを探して』 
高橋 源一郎 著／講談社／816 

「読む」と「書く」を通して自分が変わる。子どもも大人も目から 

ウロコの、超・文章教室。学校では教えてくれない本物の知恵を伝 

える白熱授業。 

『洞窟探検家』 

吉田 勝次 写真・文／風濤社／454 
イラン、スペイン、オーストリア、メキシコ、沖永良部島、富士山…。 

国内外 1000 以上の洞窟を探検して 20 年。洞窟探検家・吉田勝次が 

撮りためた膨大な写真から神秘の絶景を厳選紹介する。 

『ひとり老後、賢く楽しむ』 

岸本 葉子 著／文響社／367 
子どもがいても、夫婦でも、最後はひとり…。 

ちょっと早めに考えたい、未来が明るくなる老後準備。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜2 階 思索の広場コーナー＞ 
●特集：『世界動物文学全集』 ２１～３0巻 講談社 

希望があれば貸出しますので、1階カウンターで貸出手続きをお願いします。  



  

 

一般書＜９月分 最多貸出図書＞ 
貸出
回数 

書 名 著 者 名 出 版 社 請求記号 

６ 沈黙のパレード 東野 圭吾 文藝春秋 Ｆ－ヒ 

５ アイネクライネナハトムジーク 伊坂 幸太郎 幻冬舎 Ｆ－イ 

４ 糖質オフ！でやせるレシピ 牧田 善二 成美堂出版 498 

４ ボブが教えてくれたこと ジェームズ・ボーエン 辰巳出版 936－ボ 

 

一般書＜９月分 予約の多い図書＞ 

予約 
回数 

書 名 著 者 名 出 版 社 請求記号 

14 鑓騒ぎ 佐伯 泰英 文藝春秋 Ｆ－サ 

11 罪の轍 奥田 英朗 新潮社 Ｆ－オ 

6 犯人に告ぐ ３ 雫井 脩介 双葉社 Ｆ－シ 

６ あきない世傳金と銀 ７ 高田 郁 角川春樹事務所 Ｆ－タ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 貸出できる冊数はお一人 10冊、貸出期間は 2週間です。返却期限をお守りください。 

☆ 延長は 1回のみ、返却予定日からさらに２週間延ばせます。 

貸出日の翌日から、ホームページ・電話で受け付けています。 

予約が入っている本・返却期限を過ぎている本の延長はできません。  

 

【ライブラリアン・レター】 

10月は気候が安定し、晴れの日が多い月ですね。空気も澄み、星を眺めたり、旅行に出かけた

りするのに最適な時季ではないでしょうか。しかし旅の予定のない私は、図書館で借りた本を読

み、ひっそりと旅気分を味わいながら、空想の世界へ旅立つのでした。 

10／27（日）～11／９（土）は第 73回読書週間です。 
 

今年も「本の福袋」を開催します！ 

    【期間】10 月 27 日（日）10：00～ なくなり次第終了 

【内容】中身がわからないように袋に詰めた本を２冊セットで 

貸出します。どんな本と出会えるか、お楽しみに！ 

      

大人用 30袋 

子ども用 50袋 


